
         2025年3月 11日号 

文責 北九州市立南小倉中学校 校長 園山 浩 

 

3月号 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いよいよ、令和6年度が終わります。卒業式が終わり、実

質、現２年生が、最上級生となります。しっかりとあと２週

間、南中をよろしくお願いします。令和７年度の始業式は、

４月８日（火）です。それまでの期間で、１・２年生の皆さ

ん、今年度の成果と課題を受けた新年度に向けた準備をよろ

しくお願いします。生徒会執行部の引継ぎは終わっていると

思います。学校の行事関係も、さらに皆さんの工夫により、

知恵により、新たな行い方・内容を目指すこととなります。

先輩方の残してくれたものを磨いて、成長させてもらいたい

です。よろしくお願いします。また、１・２年生、一人一人

が、南中生として、家族・地域の一員として、自覚をもっ

て、主体的【自分で考え、自分て判断し、進む】に物事に取

り組めるように、しっかりと自分を見つめ、もっと自分自身

を知り、次の一年をどう過ごすかを考えてみてください。分

からない時や困ったとき、どうぞ一人でため込まずに先生方

に相談してください。きっと力になってくれると思います。

相談先は、学年の先生だけではなく、学校にいるすべての先

生方やスクールカウンセラーといった方々もいます。きっと

親身になって答えてくれると思います。 

 

 

【3月・４月の主な行事】※変更等の可能性もあります。  

◆ 3月 １４日（金） ※小学校卒業式（弁当日） 

   １８日（火）２年生 クラスマッチ 

   １９日（水）１年生 クラスマッチ 

2４日（月）修了式・離任式 

※春休み 3月２５日（火）～4月7日（月） 

 

□ 4月 8日（火） 始業式・着任式 

   ９日（水） ※弁当日 入学式準備 

１０日（木） 第５４回入学式 

１１日（金） 対面式 ※弁当日 

１４日（月） 給食開始 

   

 

 

第５２回 卒業証書授与式 ３年生７８名巣立つ 
 ３月７日（金）78名の３年生が南小倉中学校を巣立っていきました。大変立派な卒業式でした。昨年度に引き続

き卒業証書を一人一人に直接授与することができました。今年卒業した３年生は、私が南小倉中学校に着任した翌年

に入学し、３年間のすべての歩みを見届けることができ、とてもうれしく思っています。2年次の後半から、そして

最上級生になってからの頼もしさやいつも変わらない明るさ、感じのよさ、忘れられない思い出がたくさんありま

す。一番は、アフターコロナの中で、南中のこれからのために、知恵を出し合い、協力して、各行事の新たな行い方

を工夫したり、日常の学校生活の中での【時を守り 場を清め 礼を尽くす】といった「当たり前」を丁寧に行って

くれたり、南中や後輩への思いを行動で示してくれました。その姿を見た１・２年生もきっと、自分たちの進むべき

道を確認できたと思います。卒業した３年生78名には、心からの感謝を卒業式の式辞の中で、伝えました。その内

容は、校長室前に掲示してあります。４月から新たな一歩を踏み出す卒業生にエールを送りましょう。 

  

令和７年度へ向けて 
 

 多くの足跡を残して巣立った３年生ですが、中でも

１・２年生に引き継いでもらいたいものは、「身だしな

み、生活の申し合わせ事項」の定着です。これまでの

『校則』から、生徒が主体的に守るルールとして作り変

えてくれたのは２年前に卒業した先輩方です。試行期間

（昨年度）に入り、修正を加え、今のように定着に結び

付けてくれたのは、今年卒業の３年生です。２年間にわ

たって、みんなの意見を聞いて、生徒総会などで審議し

て、少しずつ修正を加え、整えてくれました。 

 この「申し合わせ事項」は、今後も生徒会や皆さんの

意見、守っていく上での課題などによって、みんなで話

し合いを行いながら、「より良いルール」に変化してい

きます。定着してもらった３年生の思いを大切にこれか

ら南中で生活する生徒の力で「育んで（はぐくんで）」

行ってもらいたいです。 

 どうぞ、１・２年生の皆さん。この思いを４月に入学

する新１年生にしっかりと伝えてください。宜しくお願

いします。 

３年生が残してくれたもの 

【トピックス】  2 月号でもお知らせしましたが、

「学校応援団」についてです。 
令和6年度をもって、南中のPTA活動は休止します。

また「部活動後援会」も同様です。そのため、全校生徒

に対しての物的な支援や部活動運営に対する支援を、

「学校応援団」に担っていただくことになります。 

学校の予算で購入できない物【タブレットケースや卒

業記念品】さらに部活動のユニフォームや夏場の熱中症

対策用飲料水等を「学校応援団」に支援していただくこ

とになります。PTA組織の様な活動は一切ありません。 

どうぞ、1口でも、多くのご支援よろしくお願いします。 


